






















平成２９年度中屋敷地区センター自己評価表 

 

目標設定

の 視 点 
計画内容及び運営目標 

計画内容及び運営目標 

に対する実績 

今後の取組 

（改善計画） 

自己

評価 

利用者 

サービス 

事業計画書 

(1) 地域特性、地域ニーズ 

・生涯健康づくり活動（運動習慣、食育、介護予防等） 

及び高齢者向け健康づくり等の自主事業の開催 

・地域コミュニティ醸成、地域連携に向けて 

① 世代間交流としてどの年齢世代の方も参加できる 

イベントの開催（中屋敷ソフトソーラン隊） 

② 地域交流として連合町内会や地元農家と連携した事 

業の開催（野菜の収穫体験） 

 

・生涯健康づくり活動として、シニア向けの「健康体操」

を継続実施。春・夏・秋・冬の 4 期でのべ 2,656 名が参

加され、毎週金曜日の生活習慣として定着している。 

・どなたでも無料で参加できる「ロビーコンサート」は、

「春」電子ピアノとソプラノで外国曲、「夏」津軽三味線

の生演奏、「秋」ｱｺｰｽﾃｨｯｸｷﾞﾀｰとﾎﾞｰｶﾙの懐かしい楽曲で、

演奏家と来館者が一体となって楽しまれた（3回で 336名

が来館）。また「冬」には、瀬谷出身の若いロックバンド

による「桃色ドロシーｸﾘｽﾏｽ LIVE」に 121名が、「QoN ﾊﾞﾚ

ﾝﾀｲﾝ LIVE」に 102 名が来場。普段 LIVE ﾊｳｽに足を運ばな

いシニア層も楽しめ、地元をあげた若い人の応援に高い

評価を得られた。 

・地域交流として「夏のとうもろこし」「冬の里芋」収穫

体験に 80 名が、TAKA  FIELD と共催の「ﾋﾞｰﾁｻｯｶｰ体験教

室」に 12名の小学生が参加。また、男性を対象とする健

康料理教室を瀬谷区ヘルスメイトと共催で開催した。 

・今後も年間を通じて「健康体操」を

継続実施予定。 

・地域コミュニティ醸成、地域連携と

して、地元出身の演奏家による四季

折々の「ロビーコンサート」や、地元

農家と連携した「野菜の収穫体験」を

実施するとともに、瀬谷養護学校主催

の地域交流イベントには、実行委員と

して今後も積極的に参画する。 
Ａ 

(2)利用者ニーズの把握と運営への反映 

・ ご意見・要望・苦情は必ず職員全員で「お客様ノート」「ミーテ

ィング」で情報共有し、速やかに対応・改善を図り施設運営に

反映します。 

・「ご意見シート」に記録し、対応結果と経緯を、掲示・広報紙・

ＨＰで公開、区にも報告します。 

・プロの講師を招いて「接遇研修」を実施します。 

 

・受付職員の態度について厳しいご意見を頂いた。職員

全員で重く受けとめ、プロの講師を招いて接遇研修を実

施した。 

・ご意見シート、投書箱に寄せられたご意見に対応。 

- バドミントンポールの錆除去とペンキ塗布 

- 学習室の隣接音対策 

- プレイルームにｳｪｯﾄﾃｨｯｼｭと除菌消臭剤を常備 

- 駐車場の穴の応急補修 

・職員会議にて毎月行っているロール

プレイングを継続実施し、接客スキル

の向上を図るとともに、「利用者ファー

スト」の考え方を更に徹底する。 
Ａ 

(3) 利用者サービス向上の取組 

・部屋の貸出時にご意見欄付きチェックシートをお渡しし、

利用者ニーズを積極的に伺います。 

・図書コーナーを次のように充実し、貸出冊数が大幅に

増加した。 

 - 各賞受賞作品や、話題の本、売れ筋の本を把握し、

・ビジネス書を集めた図書コーナーづ

くりの検討 

・初来館者向けのセンター案内の設置

Ａ 

目標設定・自己評価合体版 

あ い う 

え 

第 29 条第１項・第２項 

第 38 条第１項・第４項 



・地域情報を盛り込んだミニコミ誌的紙面構成の広報誌を

作成し、近隣への配布を拡充します。 

・利用者満足度を高いレベルで維持します（98%）。 

新規購入本の事前告知と展示スペースの拡大を図った。 

 - 季節に合わせた推奨絵本の展示コーナーを新設。 

・単位自治会との個別交渉により、「センターだより」と

イベント案内の各家庭回覧、および掲示板への貼付を協

力してくれる自治会が 5 から 8 に増加した。この結果、

約 14,500 世帯へのセンターだよりの回覧と、174 枚の掲

示板にポスターが掲示可能となった。センター四方の徒

歩圏内家庭をほぼ網羅できた。 

・ホームページ掲載の自主事業や「センターだより」に

画像を多用し、情報発信力を高めた。若い層や区外から

等、新たな来館者の増加につながっている。 

・利用者アンケートの結果、利用者満足度は高いレベル

で維持することができた。 

 ・団体利用者アンケート結果：99％ 

 ・個人利用者アンケート結果：100％ 

を検討する。 

・センターのレイアウト案内の設置を

検討する。 

業務運営 

事業計画書 

(1) 管理運営に必要な組織、人員体制  

・現従事者の継続雇用を図るよう最善を尽くすとともに、新規

採用も可能な限り地域採用とします。 

・4月 1名、6月 2名のパート職員を採用。 

・12月に 1名の契約社員を採用。 

いずれも瀬谷区在住。 

・午後夜間のパート職員 1 名を採用予

定。 
Ｂ 

(2) 緊急時の体制と対応計画 

日常から施設設備の故障、事故、犯罪等の未然防止に努めま

す。 

・故障、事故、犯罪の未然防止、発生時の対応についての研修、

訓練を行います。 

・防犯、事故、緊急対応のマニュアルを整備し、職員会

議等で研修を行い、周知に努めている。 

・ケアプラザと合同の避難通報訓練を実施した（9 月、3

月）。 

・ケアプラザと合同の避難通報訓練を

年 2回実施予定（9月、3月）。 

Ｂ 

(3) 設置理念を実現する運営内容 

① サークル活動のバックアップとしてサークルのポスター

作りや、参加希望者の紹介等でサークル立ち上げ支援し、

サークル数を増やします。 

② 自主事業受講者の事後グループ作りを支援します。 

・団体登録時に、ホームページのサークル紹介コーナー

への掲載を勧誘するとともに、コンテンツ制作のサポー

トも実施した。 

「けやき料理の会」「卓球サークル・オリオン」「日本凧

の会・横浜支部」「フラダンスサークル・パパリナ」 

・自主事業「文学講座」受講者に、事後グループ「方丈

記を読む会」の立上げを支援した。 

・今後も新規登録団体にホームページ

へのサークル紹介を勧めるともに、事

後グループの立ち上げを支援します。 

Ｂ 

(4) 利用促進策 ・料理室の利用者を対象に、料金が 7 回に 1 回無料にな ・今後も利用者からの要望にもとづい Ａ 



① 料理室の稼働率の向上 

料理室を利用した自主事業を増やします（男の料理教

室・親子クッキング等）。 

② 備品の補充 

音楽関係や、体育室の備品を拡充します。 

るスタンプカードを導入し好評を得た。また、料理室を

使用する自主事業を、昨年の 3 回から 8 回に増やして稼

働率の向上を図った。 

・キッチンワゴン、フライパン、泡立て器、ハンドミキ

サーを追加購入し、料理室の装備品を充実した。 

・音楽室は、ピアノの調律を行い、マラカス、タンバリ

ン、ドラム用品、マイクスタンド、譜面台を追加購入し、

装備品を充実した。 

・和室の使い勝手を向上させるマットを購入した。 

・演奏家の意見を参考にして、ロビーコンサートや文化

祭のステージ演奏用に威力を発揮する、使い勝手の良い

PA システム（スピーカー・ミキサー・一体型アンプ）を

購入した。 

て備品を拡充していくことで利用を促

していきたい。 

(5) 本市重要施策に対する取組 

市内企業の応援 

①管理運営業務に関連する業務の発注、備品・消耗品の

購入は、市内の中小企業を優先します。 

・維持管理に係る委託先（一部市外業者）は前年度と同

じ会社を採用。スポーツ用具・消耗品等については市内

業者から購入している。 

・小規模な修繕には、小回りの利く地

元企業を優先的に採用するなど、引続

き市内企業を優先的に採用し、支援し

ていきます。 

Ｂ 

(6) 自主事業計画 

昨年度好評を博した歴史講座や参加者が来館者と一緒に

音楽を楽しめるようなイベント、工作教室、体操教室等を

中心に更に内容を充実し、回数を増やして実施します。ま

た、利用者からの要望は強いものの昨年度実施できなかっ

た手芸など、幅広い分野で自主事業を積極的に展開してい

きます。 

 

 

・人気の高い歴史講座の講師による文学講座を展開し、

高い評価を得た（春：森鴎外、冬：鴨長明・方丈記）。 

・地元演奏家による四季折々のコンサートを開催した。 

・人気の高い音楽系講座を増やし、受講者の要望に応え

て「音楽で脳トレ」や、「英語で歌う POPS」を通年開催と

した。 

・地元商店主を講師に迎え「干支の編みぐるみ」を実施。 

・成人向け料理教室「ひなまつりのお祝い膳」を実施。 

・今後の文学講座では、樋口一葉をは

じめ、井原西鶴、近松門左衛門、枕草

子等を候補として検討する。 

・受講成果の発表の場として「ミニコ

ンサート」を予定。 

・女性、子ども向けの手づくり品教室

や、幼児向けのお話し会など、新規講

座を検討したい。 

・ケアプラザと共催の「音の駅コンサ

ート」を検討。 

Ａ 

(7) 施設の維持管理計画 

・作業の特性に応じて、作業内容・作業頻度を検討し、 

年間計画を立てて実施します。 

・毎年、簡易建物診断を実施し、市と協議して建築物の保

・施設の維持管理は、年間計画に従い確実に実施し、点

検による指摘事項が発生した場合は都度、必要な修繕を

行っている。 

・施設の維持管理では点検結果報告書

による履行確認を行うとともに、経年

から劣化が見られるものについては更
Ｂ 



全措置を講じます。 

・休館日に定期清掃を行う等、利用者に不便が生じないよ

うに配慮します。 

・保守点検等については利用者に配慮し毎回休館日に行

っている。 

・簡易建物診断を実施（12月 11日）。 

 

新を行い保全に努める。 

・保守点検の実施時については利用者

に配慮した時期に行うことを継続して

いく。 

・年間利用者数/１２５，０００人[平成 28年度比 1,075人増] 

・稼働率/４５．２％（全体）、料理室/８％ 

・新規団体登録数/５０団体[平成 28年度 45団体] 

年間実績 

・利用者数/125,057人（前年 123,925人、+1,132人） 

・全体稼働率/48.2%（前年/44.9%、+3.3 ﾎﾟｲﾝﾄ） 

料理室稼働率/9.6%（前年/7.3%、+2.3 ﾎﾟｲﾝﾄ） 

・新規団体登録数/74（前年/45、+29団体） 

・和室、料理室を使った新たな自主事

業の実施を検討。 

Ａ 

職員育成 

イ 個人情報保護等の体制と研修計画 ・防火管理者：館長に加え、副館長も取得 

・新人を除く全員が普通救命講習を受講済 

・クレーム件数：1件 

・防火管理者 2名体制を維持 

・新入職員も普通救命講習を受講する 
Ｂ 

・防火管理者講習資格取得者２名 

・普通救命講習資格取得率１００％ 

・クレーム件数３件以内 

財務 

事業計画書 

(7)ア 収入計画の考え方 

・「利用者サービス向上の取組、設置理念を実現する運営

内容、利用促進策等」を実現し利用の増加につなげてい

る。 

・毎月収支管理を行うことで予算内の執行を遵守するよ

う心掛けている。 

・4月より電力会社を東京電力からENEOS電気に切替えた。

これにより電力費の縮減を図っている。 

・利用者ニーズを的確に把握し、活動

に必要な備品等の充実を図って利用率

の向上につなげ、収入増をはかる。 

 Ａ 

イ 増収策 

ウ 支出計画 

・利用料収入/３３０万円 平成２８年度比３％増 

・自主事業収入/６５万円 

・雑入（印刷代、自販機手数料、カラオケ）/１４０万円 

 

 

年間実績 

・利用料収入/3,343千円（前年/3,202千円、+141千円） 

・自主事業収入/761千円、支出 1,701千円 

（収支差-940千円） 

・雑入/1,357千円 

・事業計画書に掲げた取組を実現し利

用者の声を運営に反映し、利用料収入

増に繋げていく。 

・自主事業は、今後も創意工夫で経費

を縮減するとともに、利用者サービス

の向上や新たな利用者の増加につなが

る投資的費用は増額するなど、メリハ

リのある運営に努めていきたい。 

Ａ 



利用者等

の意見 

 ・「ふれあい文化祭」を、積雪の心配のない時期に変更して開催してほしい、との強い要望に対応

して、従来の 2月から今年度は 11月へ変更して開催した（5月 22日のセンター委員会で承認済）。 

・1F玄関前の花壇を整備しウェルカムフラワーを植えて、幼児の踏み入れ防止用の囲い柵を設置。 

その結果、玄関口が華やかになるとともに、危険な大石の上に乗って遊ぶ子どもがいなくなった。 

・音楽室、料理室、和室ほか、各部屋の備品と図書コーナーの充実を評価する声が多数あった。 

・三ツ境養護学校、瀬谷養護学校、東野中学校より職業体験を受入。謝意を得られた。 

Ａ 

≪自己評価≫ 
Ａ：計画、目標を上回って実施 
Ｂ：計画、目標を保持して実施 
Ｃ：計画、目標を下回って実施 

※「利用者等の意見」は、計画内容及び運営目標欄に利用者等から寄せられた意見・要望を、計画内容及び運営目標に対する実績・今後の取組（改善計画）欄に意見等に対する対応を記載 
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